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須崎市（以下「本市」という。）の水道事業は、これまで安全な水を安定供給し、市民生活の

須崎市（以下「本市」という。）の水道事業は、これまで安全な水を安定供給し、市民生活の

根幹を支えるライフラインとして重要な役割を果たしてきました。しかし、節水意識の高まりや

人口減少に伴う水需要の低迷などで給水収益が減少するなか、老朽化した水道施設の更新や今後

発生が予想される南海トラフ巨大地震に備えるための耐震化対策に多額の費用が必要となるな

ど、今後の経営状況は大変厳しくなることが見込まれます。

こうした状況に対応しながら事業を安定的に継続するためには、今後の施設、管路の更新の必

要性とその財源を見極め、中長期的な将来を見据えた分析を行い、計画的な経営を行わなければ

なりません。

このため、本市は令和元年度から令和１０年度を計画期間とする「須崎市水道事業経営戦略」

を策定するものです。

１． 事業の現況

(１) 給水と施設

本市の水道事業は、旧須崎町が大正１５年から給水人口１０，０００人、１日最大給水量

１，１００㎥の計画で建設し、昭和２年から給水を開始しています。昭和２９年の町村合併以

降、給水区域の拡大、高度経済成長、セメント工場等の誘致などによる水需要の増加に伴い、

順次施設の拡張を重ねながら地域の生活向上や産業の発展など、地域社会を支えてきました。

その後、給水人口は平成１２年度に２３，５００人になった頃をピークに減少し続け、平成

３０年度末では１８，９１０人となっております。また、少子高齢化が進む中で、平成２２年

度には過疎地域に指定されました。

本市の水道事業の給水及び施設の現況は、次に示すとおりです。

図表 給水

供用開始年月日 昭和２年６月１日 計画給水人口 ２７，８３３ 人

法適（全部・財務）

・非適の区分
法適（全部）

現在給水人口 １８，９１０ 人

有収水量密度 ０．８１
千㎥

／ha

■ 策 定 日 ： 令和２年３月

■ 計 画 期 間 ： 令和元年度 ～ 令和１０年度
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図表 施設

水源 ☑表流水 □ダム ☑伏流水 ☑地下水 □受水 □その他(複数選択可)

施設数
浄水場設置数 １

管 路 延 長 ２８０．５ 千ｍ
配水池設置数 ２３

施設能力 １５，５１３ ㎥／日 施 設 利 用 率 ７９．２ ％

(２) 料金

現行の料金体系は下表のとおりです。平成 13 年 6 月分より改定したもので、一般用や営業用な

どの用途別に区分し、それぞれ基本料金と従量料金（超過料金）を設定しています。

公営企業会計として独立採算制の原則を堅持しつつ、健全な運営を確保し、今後とも市民に過度

な負担を強いることのないよう経営の効率化に務めるとともに、一方で、人口減少下の状況におい

て水道事業の安定経営を図るための収支バランス等も慎重に見据え、引き続き、適正な料金水準を

検討していきます。

図表  上水道料金表(消費税抜き)

用

途

料金（１箇月につき）

基本料金 従量料金（１㎥につき）

一

般

用

メーター

の口径
料金（円） 区分 水量 料金（円）

１３㎜
1,250

第１段

口径 20 ㎜

以下

１０㎥を超え

２０㎥まで
125

２０㎜

２５㎜ 1,850 口径 25 ㎜

以上

１㎥から

２０㎥まで
125

３０㎜ 2,650

４０㎜ 4,350
第２段

２０㎥を超え

３０㎥まで
145

５０㎜ 9,200

７５㎜ 16,100
第３段

３０㎥を超え

５０㎥まで
150

１００㎜ 23,800

１５０㎜ 47,100
第４段

５０㎥を超える

もの
165

２００㎜ 79,300

浴場用 １㎥につき 35

臨時用 １㎥につき 600

漁業用 １㎥につき 350

料金は、上の表により算出した額に消費税法（昭和 63 年法律第 108 号）に定める消費税の

税率を乗じて得た額及びその額に地方税法（昭和 25 年法律第 226 号）に定める地方消費税の

税率を乗じて得た額を合算した額（以下「消費税相当額」という。）を加えた額とする。この場

合において、１円未満の端数が生じたときは、その端数金額を切り捨てるものとする。
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備考

1．浴場用とは、公衆浴場法（昭和 23 年法律第 139 号）第２条の規定に基づく許可を受けた公

衆浴場の営業用に水道を使用する場合をいう。

2．臨時用とは、船舶の用又は臨時の用に水道を使用する場合をいう。

3．漁業用とは、養殖魚等の消毒用として水道を使用する場合をいう。

前項の表の規定にかかわらず、須崎市企業等誘致促進条例（平成 13 年須崎市条例第 43 号）第 3

条の規定に基づき指定された誘致企業者のうち、本市に事業所を新設した誘致企業者が工業の用に

水道を使用する場合の料金については、当分の間 1 立方メートルにつき 30 円とする。ただし、

規則で定める毎月の使用水量の上限を超過した水量は、一般用料金を適用するものとする。

料金改定年月（消費税のみの改定は含まない） 平成１３年 6 月

(３) 組織

本市の水道組織は、職員数 11 名（課長 1 名・課長補佐 1 名・水道技術管理者 1 名・係長 2

名・係員 6 名）で、課長・課長補佐・水道技術管理者を除いた職員数は、事務職 4 名（平均年齢

38 歳）・技術職 4 名（平均年齢 32 歳）となっています。

図表  組織

課  長

（１名）

課長補佐

（１名）

水道技術管理者

（１名）

総務係長

（１名）

工務係長

（１名）

事務職員

（３名）

技術職員

（３名）
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２． これまでの主な経営健全化の取組

本市では経営の健全化を図るため、主に以下のような取り組みを行ってきました。

〇 平成１３年から水道料金滞納者に対する給水停止措置を行うことにより、速やかな未収

金回収の徹底に努めています。

〇 平成２３年に導入した水道施設情報管理システム（ＧＩＳ）や、平成２７年に導入した

水道施設広域監視サービス（ＷＢＣ）等のＩＴやＩＣＴを活用し、管路や施設の維持管

理の効率化に努めています。

〇 平成２７年度に水道施設更新計画及び、水道事業中長期経営計画を策定し、経営基盤の

強化に努めています。

〇 その他、検針業務・水質検査業務・施設運転維持管理業務等を委託し、民間の活力・技

術を活かした業務改善を行っています。

   〇 令和元年から市民サービス及び納期内徴収率の向上のために、水道料金のコンビニ収納  

を導入しました。

３． 経営比較分析表を活用した現状分析

水道経営に関わる現状分析は、「経営比較分析表」(平成 30 年度決算)に示すとおりで、

その分析結果は次のとおりです。

（１）経営の健全性・効率性について

経常収支比率、料金回収率ともに 100％以上であり、両指標は類似団体平均及び全

国平均を上回っています。経常費用を経常収益で賄えており、また給水にかかる費用

を給水収益で賄えていることを示しており、経営の健全性を維持しています。

しかし、類似団体平均と比較して企業債残高対給水収益比率が高く、有収率がやや

低い傾向にあります。なお、平成 29 年度の有収率が大幅に低い原因は、大量漏水に

よるものであり、平成 30 年度には回復しています。

有収率対策としては、管路更新や漏水箇所の修繕に対する費用を確保するとともに

債務残高等とのバランスに注意して運営していく必要があります。

（２）老朽化の状況について

県内で 2 番目に古い水道という歴史を持つがゆえに、水道施設の多くが老朽化して

おり、有形固定資産減価償却率が類似団体平均及び全国平均よりやや高くなっていま

す。また、管路経年化率（耐用年数を超えた管路の割合）は類似団体平均をやや下回

っており、管路更新率（当年度の更新管路の割合）は平成 30 年度に全国平均値並み

となったものの、更新のペースを早める必要性がある状況は続いているといえます。

（３）全体総括

人口減少に伴い給水収益が減少傾向にあるなか、施設や老朽管の更新や耐震化を行

っていく必要があります。今後アセットマネジメント等を用いて、これらの実態を的

確に把握するとともに、安全・安心の確保及び、財政的に持続可能な水道経営を目指

して財源の確保と予算執行の平準化に努める必要があります。
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１．給水人口の予測

給水人口は、平成１２年度に２３，５００人になった頃をピークに減少し続け、平成３０年

度末では１８，９１０人となり４，５９０人減少しています。

給水人口の予測については、近年の人口減少率から推計しました。推計では令和１０年度に

は１６，７７５人まで減少すると予想されます。

給水人口の予測については次のとおりです。

図表  給水人口

２．水需要の予測

水需要は、節水意識の高まりや人口減少に伴う水需要の低迷などで、今後も減少傾向が続い

ていくものと予測されます。

水需要（有収水量）の予測については次のとおりです。

 有収水量＝給水人口×１人１日当たり使用水量(ℓ）×３６５日

図表 水需要
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３．料金収入の見通し

料金の見通しについては次のとおりです。

 料金収入見通し＝有収水量×直近の供給単価(円)

図表 料金収入の見通し

４．施設の見通し

施設については、老朽化が進んでいるため、安全・安心の確保と事業の効率化を勘案した整

備が必要ですが、一方で急速に整備を進めた場合は、それらの施設の更新時期が集中すること

が予測されるため、投資の計画性が重要になります。

上記を踏まえ、定期的に施設の更新にかかる優先順位の見直しや、ダウンサイジング等の検

討を行い投資の適正化を判断していきます。

本件は、計画期間のみならず、長期的な費用を想定し料金改定の検討と併せて計画性を持っ

て取り組みます。

５．組織の見通し

水道事業の運営を維持していく上においては、人材の確保・育成が課題となっています。

水道事業の広域化や民間事業者等との連携による経営の効率化を進めつつ、これらの課題に

ついても継続的に検討します。
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経営の基本方針は次のとおりです。

〇 健全な事業経営を維持しながら、将来にわたって安心・安全な水を安定的に供給し、市民

生活のライフラインとしての役割を担っていきます。

〇 水道施設の計画的な更新・耐震化事業による運営基盤の強化に取り組んでいきます。

〇 サービス向上を心がけ市民に信頼される水道事業の持続を目指します。

1. 投資・財政計画について

（１）投資について

   目標：有収率８２％を目指します。（平成 30 年度８１．３９％）

〇 管路の老朽化が進行していくことから、定期的に有収率を確認し、老朽管の更新を計

画的に進めることによって目標水準を達成します。

〇 施設、管路、設備の整備については、耐用年数や健全度、重要度、優先度を考慮して更新

  需要の平準化を図り、計画的に更新及び耐震化を進めます。

計画期間内の投資額は事業の優先順位を勘案し、平成 27 年度策定「須崎市水道施設更新

計画」による投資の適正化を判断し次のように定めました。

図表 整備計画

(千円)

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

施設（水道施設） 0 0 0 0 0 0 46,852 0 0 0

管路（水道本管） 200,087 174,000 190,000 190,000 190,000 190,000 195,731 190,669 217,007 226,956

設備（電気・機械） 63,513 81,600 101,500 101,500 74,481 84,632 51,500 86,991 64,135 51,500

　計画事業費 263,600 255,600 291,500 291,500 264,481 274,632 294,083 277,660 281,142 278,456
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（２）財源について

目標：経常収支比率１００％を維持します。（平成 30 年度経営比較分析表 119.9％）

〇 人口減少傾向ではありますが、経営の効率化を進め計画期間の経常収支比率 100％を維

  持します。

〇 企業債の償還により経営を圧迫することのないよう、計画的な起債を実施していきま

す。

（３）投資以外の経費について

投資以外の経費（人件費、動力費、など）の積算の考え方等については次のとおりです。

最新年度（令和元年度）は、決算見込値を採用しました。

〇 職員給与費  ： 会計任用職員制度導入により令和２年度予算値を採用しました。

〇 動力費  ： 最新年度以降は、リスクを考慮して過去５年間平均値と過去 3 年間

平均値の大きい値を採用しました。

〇 光熱水費  ： 同上としました。

〇 通信運搬費  ： 同上としました。

〇 修繕費   ： 同上としました。

〇 材料費      ： 同上としました。

〇 薬品費      ： 同上としました。

〇 委託料     ： 最新の委託状況を勘案して最新年度の値を採用しました。

以上を踏まえた投資・財政計画は、次のとおりです。
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5
0
8
,3

5
9

5
1
4
,8

4
5

5
0
9
,2

9
8

5
0
8
,9

5
1

5
0
7
,3

2
7

5
0
3
,7

9
0

4
9
1
,3

4
2

4
8
2
,5

3
3

4
8
4
,4

0
1

4
8
3
,3

2
1

(E
)

1
1
0
,0

3
4

1
0
0
,2

7
2

1
0
0
,0

9
7

9
2
,4

6
9

7
3
,9

0
4

6
9
,6

8
1

6
0
,9

4
7

5
5
,0

5
5

4
9
,1

5
6

5
3
,8

8
4

5
5
,2

4
9

4
7
,4

6
8

4
0
,5

4
2

(F
)

7
1
7

1
,3

9
4

3
1
8

(G
)

1
7
,2

0
9

1
7
,1

4
2

1
7
,3

3
6

1
8
8

2
1
0

2
4
6

2
2
1

2
4
1

2
3
6

2
3
3

2
3
7

2
3
5

2
3
6

(H
)

(1
6
,4

9
2
)

(1
5
,7

4
8
)

(1
7
,3

3
6
)

1
3
0

(2
1
0
)

(2
4
6
)

(2
2
1
)

(2
4
1
)

(2
3
6
)

(2
3
3
)

(2
3
7
)

(2
3
5
)

(2
3
6
)

9
3
,5

4
2

8
4
,5

2
4

8
2
,7

6
1

9
2
,5

9
9

7
3
,6

9
4

6
9
,4

3
5

6
0
,7

2
6

5
4
,8

1
4

4
8
,9

2
0

5
3
,6

5
1

5
5
,0

1
2

4
7
,2

3
3

4
0
,3

0
6

(I
)

(J
)

5
1
3
,1

3
6

6
3
1
,2

7
5

6
4
8
,9

6
9

7
0
9
,6

9
3

7
4
3
,4

7
0

7
2
5
,0

9
3

7
2
5
,7

1
3

7
3
8
,0

6
6

7
5
0
,5

5
6

7
5
5
,4

0
7

7
5
3
,9

7
2

7
5
1
,4

9
3

7
6
5
,1

6
6

1
7
,2

6
8

4
7
,9

8
6

3
4
,0

1
2

4
2
,2

9
9

5
0
,0

2
0

4
3
,9

0
6

4
3
,9

0
6

4
3
,9

0
6

4
3
,9

0
6

4
3
,9

0
6

4
3
,9

0
6

3
5
,9

0
6

3
5
,9

0
6

(K
)

2
4
5
,3

0
4

2
8
6
,0

6
8

2
6
8
,2

3
9

2
8
8
,9

0
6

3
0
1
,3

1
8

2
9
7
,8

7
3

2
8
5
,0

5
8

2
8
0
,9

5
0

2
8
5
,6

0
0

2
8
8
,9

9
0

2
8
5
,9

1
7

2
6
5
,4

1
8

2
5
5
,1

3
2

1
8
2
,7

8
4

1
6
5
,7

9
4

1
7
5
,8

4
6

1
8
3
,5

6
6

1
9
7
,3

1
9

1
8
5
,5

1
7

1
7
2
,7

0
2

1
7
5
,3

4
9

1
7
7
,4

6
1

1
7
5
,9

8
9

1
7
7
,0

2
1

1
5
5
,6

5
2

1
4
6
,0

3
7

4
9
,9

2
5

1
0
8
,2

7
8

7
9
,5

0
7

9
1
,9

6
2

9
0
,6

2
0

9
8
,9

7
8

9
8
,9

7
8

9
2
,2

2
3

9
4
,7

6
1

9
9
,6

2
3

9
5
,5

1
8

9
6
,3

8
8

9
5
,7

1
7

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

5
3
7
,0

2
6

5
2
9
,4

2
8

5
1
4
,9

7
5

5
1
1
,1

5
2

5
0
4
,2

0
9

4
9
9
,0

3
5

4
9
4
,0

4
0

4
9
0
,1

5
2

4
8
3
,9

3
1

4
7
9
,0

5
5

4
7
4
,1

2
0

4
7
0
,4

1
5

4
6
4
,5

4
6

(N
)

(O
)

(P
)

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

17
条

に
よ

り
算

定
し

た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）/
（P

）×
1
00

)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た

資
金

の
不

足
額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）
/（

M
）×

1
00

)

健
全

化
法

施
行

令
第

16
条

に
よ

り
算

定
し

た

資
金

の
不

足
額

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
10

0
）

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金

う
ち

未
払

金

流
動

負
債

支
出

計

経
常

損
益

(C
)-

(D
)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

収 益 的 収 支 繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金

そ
の

他

基
本

給

退
職

給
付

費

そ
の

他

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

収 益 的 収 入

材
料

費

そ
の

他

減
価

償
却

費

営
業

外
費

用

営
業

外
収

益

補
助

金

他
会

計
補

助
金

そ
の

他
補

助
金

長
期

前
受

金
戻

入

収
入

計

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費

支
払

利
息

そ
の

他

経
費

動
力

費

修
繕

費

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

営
業

収
益

平
成

２
８

年
度

平
成

２
９

年
度

平
成

３
０

年
度

令
和

元
年

度
令

和
２

年
度

令
和

３
年

度
令

和
９

年
度

令
和

１
０

年
度

令
和

６
年

度
令

和
７

年
度

令
和

８
年

度

投
資

・
財

政
計

画

（
収

支
計

画
）
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様
式

第
2
号

（
法

適
用

企
業

・
資

本
的

収
支

）

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

１
．

2
0
4
,4

0
0

1
3
0
,0

0
0

1
5
3
,0

0
0

1
8
0
,0

0
0

1
5
3
,0

0
0

1
7
6
,0

0
0

1
7
6
,0

0
0

1
5
8
,0

0
0

1
6
5
,0

0
0

1
7
8
,0

0
0

1
6
7
,0

0
0

1
7
4
,0

0
0

1
7
3
,0

0
0

２
．

３
．

４
．

3
,0

8
0

2
,5

9
0

7
3
5

3
,0

4
7

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

５
．

６
．

3
1
,4

0
0

2
8
,8

2
0

1
7
,3

3
3

1
8
,0

0
0

1
8
,0

0
0

1
8
,0

0
0

1
8
,0

0
0

1
8
,0

0
0

1
8
,0

0
0

1
8
,0

0
0

1
8
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

７
．

８
．

4
,1

0
5

2
1
,8

6
0

９
．

(A
)

2
3
8
,8

8
0

1
6
5
,5

1
5

1
9
2
,9

2
8

2
0
1
,0

4
7

1
7
3
,0

0
0

1
9
6
,0

0
0

1
9
6
,0

0
0

1
7
8
,0

0
0

1
8
5
,0

0
0

1
9
8
,0

0
0

1
8
7
,0

0
0

1
8
6
,0

0
0

1
8
5
,0

0
0

(B
)

(C
)

2
3
8
,8

8
0

1
6
5
,5

1
5

1
9
2
,9

2
8

2
0
1
,0

4
7

1
7
3
,0

0
0

1
9
6
,0

0
0

1
9
6
,0

0
0

1
7
8
,0

0
0

1
8
5
,0

0
0

1
9
8
,0

0
0

1
8
7
,0

0
0

1
8
6
,0

0
0

1
8
5
,0

0
0

１
．

2
8
8
,6

5
7

2
0
7
,8

7
9

2
6
8
,4

3
1

2
6
3
,6

0
0

2
5
5
,6

0
0

2
9
1
,5

0
0

2
9
1
,5

0
0

2
6
4
,4

8
1

2
7
4
,6

3
2

2
9
4
,0

8
3

2
7
7
,6

6
0

2
8
1
,1

4
2

2
7
8
,4

5
6

２
．

2
0
9
,6

3
3

1
8
2
,7

8
4

1
6
5
,7

9
4

1
7
5
,8

4
6

1
8
3
,5

6
5

1
9
7
,3

1
9

1
8
5
,5

1
7

1
7
2
,7

0
2

1
7
5
,3

4
9

1
7
7
,4

6
1

1
7
5
,9

8
9

1
7
7
,0

2
1

1
5
5
,6

5
2

３
．

４
．

５
．

(D
)

4
9
8
,2

9
0

3
9
0
,6

6
3

4
3
4
,2

2
5

4
3
9
,4

4
6

4
3
9
,1

6
5

4
8
8
,8

1
9

4
7
7
,0

1
7

4
3
7
,1

8
3

4
4
9
,9

8
1

4
7
1
,5

4
4

4
5
3
,6

4
9

4
5
8
,1

6
3

4
3
4
,1

0
8

(E
)

2
5
9
,4

1
0

2
2
5
,1

4
8

2
4
1
,2

9
7

2
3
8
,3

9
9

2
6
6
,1

6
5

2
9
2
,8

1
9

2
8
1
,0

1
7

2
5
9
,1

8
3

2
6
4
,9

8
1

2
7
3
,5

4
4

2
6
6
,6

4
9

2
7
2
,1

6
3

2
4
9
,1

0
8

１
．

1
7
4
,9

5
9

1
1
8
,8

5
7

1
3
9
,8

7
4

1
3
3
,5

8
8

1
5
2
,1

4
8

1
9
4
,4

4
3

1
8
6
,9

0
0

1
7
6
,2

3
2

1
8
7
,0

1
8

1
9
9
,7

0
7

1
8
9
,5

7
4

1
9
2
,6

8
4

1
7
7
,6

5
2

２
．

6
5
,6

6
5

9
3
,5

4
2

8
4
,5

2
4

8
2
,7

6
1

9
2
,5

9
9

7
3
,6

9
4

6
9
,4

3
5

6
0
,7

2
6

5
4
,8

1
4

4
8
,9

2
0

5
3
,6

5
1

5
5
,0

1
2

4
7
,2

3
3

３
．

４
．

1
8
,7

8
6

1
2
,7

4
9

1
6
,8

9
9

2
2
,0

5
0

2
1
,4

1
8

2
4
,6

8
2

2
4
,6

8
2

2
2
,2

2
6

2
3
,1

4
8

2
4
,9

1
7

2
3
,4

2
4

2
4
,4

6
7

2
4
,2

2
3

(F
)

2
5
9
,4

1
0

2
2
5
,1

4
8

2
4
1
,2

9
7

2
3
8
,3

9
9

2
6
6
,1

6
5

2
9
2
,8

1
9

2
8
1
,0

1
7

2
5
9
,1

8
3

2
6
4
,9

8
1

2
7
3
,5

4
4

2
6
6
,6

4
9

2
7
2
,1

6
3

2
4
9
,1

0
8

(G
)

(H
)

2
,9

9
8
,9

8
9

2
,9

4
6
,2

0
5

2
,9

3
3
,4

1
1

2
,9

3
7
,5

6
5

2
,9

0
7
,0

0
0

2
,8

8
5
,6

8
1

2
,8

7
6
,1

6
4

2
,8

6
1
,4

6
2

2
,8

5
1
,1

1
3

2
,8

5
1
,6

5
2

2
,8

4
2
,6

6
3

2
,8

3
9
,6

4
2

2
,8

5
6
,9

9
0

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

2
2
,3

9
8

2
2
,5

3
2

2
5
,4

2
8

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
2
,3

9
8

2
2
,5

3
2

2
5
,4

2
8

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

2
8
,5

3
9

3
,0

8
0

2
,5

9
0

7
3
5

3
,0

4
7

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

3
,0

8
0

2
,5

9
0

7
3
5

3
,0

4
7

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
5
,4

7
8

2
5
,1

2
2

2
6
,1

6
3

3
1
,5

8
6

3
0
,5

3
9

3
0
,5

3
9

3
0
,5

3
9

3
0
,5

3
9

3
0
,5

3
9

3
0
,5

3
9

3
0
,5

3
9

3
0
,5

3
9

3
0
,5

3
9

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

平
成

２
８

年
度

企
業

債
残

高

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

資 本 的 収 支

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

企
業

債

資 本 的 収 入

建
設

改
良

費

工
事

負
担

金

そ
の

他

計

令
和

６
年

度
令

和
７

年
度

そ
の

他
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２．経営指標について

以上の検討結果を踏まえて、重要な経営指標の状況を掲載します。

図表 収益的収支

図表 資本的収支
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図表 補てん財源残高

図表 企業債残高
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３. 投資・財政計画に未反映の取組や今後検討予定の取組

（１）投資について検討状況等

（２）財源について検討状況等

施設・設備の廃止・統合

（ダウンサイジング）

今後の給水人口及び水需要の予測をもとに、老朽化に伴う施設

の更新時にダウンサイジングを検討していきます。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化

（スペックダウン）
上記ダウンサイジングと同じです。

施設・設備の長寿命化等

の投資の平準化

計画期間中に既存電気・機械設備の長寿命化計画の策定を行

い、計画的保全を実施することにより、ライフサイクルコスト

を低減します。

広   域   化

高知県が主体となる「水道広域連携検討会」及び、高知市が主

体となる「水道事業広域連携調整協議会」に参加し、経営基盤

の強化と経営の効率化を検討していきます。

そ の 他 の 取 組
実施可能な改善テーマを抽出し、費用対効果を勘案して有効な

ものには積極的に取り組むこととします。

料 金

給水収益が減少傾向にありますが、当面の財源の確保を図れて

いる状況にありますので、計画期間中は料金改定を行わない計

画となっています。

企 業 債

世代間負担の公平性を確保し、企業債の償還により経営が圧迫

することのないよう計画的な起債を実施し、残高の削減に努め

ます。

繰 入 金

独立採算の基本的な原則のもと、水道料金をもって充てること

が適当でない経費については、引き続き繰り入れを求めていき

ます。

資産の有効活用等(＊２)

による収入増加の取組

現在、特に活用可能な規模の大きい遊休資産はありません。今

後余剰施設等が発生した場合には、売却や貸付等、資産の有効

な活用を検討していきます。

＊２ 遊休資産の売却や貸付、債券運用の導入、小水力発電や太陽光発電など
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（３）投資以外の経費についての検討状況等

委 託 料

これまでに検針業務・水質検査業務・漏水調査業務・施設運転維

持管理業務等を実施し、業務改善を行ってきました。今後も水道

利用者へのサービス水準の維持向上を念頭に、委託業務内容の見

直しと効果の検証を行い、トータルコストの縮減に取り組んでい

きます。

修 繕 費

長寿命管を採用した管路の更新事業を計画的に進め漏水修繕費の

縮減を図るとともに、管路の老朽化が進行している箇所について

は重点的な漏水調査を行い修繕することにより、有収率の向上に

取り組みます。

動 力 費 安全でより安価に調達できる手法を検討します。

職 員 給 与 費

職員給与費については、これまでも組織の効率化と民間委託の推

進により縮減に努めてきましたが、今後も継続して見直しを行い

効率的な運営に努めていきます。

そ の 他 の 取 組
各種費用に関して、より経済的で効率的な手法を引き続き検討を

し、コスト削減に努めていきます。

将来にわたって安定的に事業を継続していくため、毎年度進捗管理（モニタリング）を行うとと

もに、概ね 3 年から 5 年に一度見直し（ローリング）を行います。見直しに当たっては、PDCA

（計画・実施・検証・見直し）サイクルの考えに基づき、本戦略の投資・財政計画の試算と実績と

の乖離及びその原因を分析し、その結果を企業経営に反映させていきます。
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用 語 解 説

【アセットマネジメント】

水道などの公共インフラを資産として捉え、それらの施設の状態を客観的に把握、評価し、中

長期的な資産の状態を予測するとともに、予算制約を考慮して施設を計画的、かつ、効果的に管

理する手法のことを指します。

【企業債】

地方公共団体が地方公営企業の建設、改良などに要する資金にあてるために起す地方債のこと

です。

【経常収支比率】

  経常費用に対する経常収益の割合を表すもので、この数値が１００％を超える場合は単年度黒

字を、１００％未満の場合は単年度赤字を表します。

【長寿命化】

従来の対症療法型から、「損傷が大きくなる前に予防的な対策を行う」予防保全型へ転換を図

り、公共施設等の定期的な施設点検を行い、損傷が拡大する前に適切な処置を行うことで、構

造・設備・機能などの耐久性を高め、公共施設等をできるだけ長く利用する手法のことです。

【有収水量】

配水池などから供給した配水量のうち、水道料金の徴収対象となった水量のことです。

【有収率】

  配水池などから供給した配水量に対する有収水量の割合です。

【ＩCＴ】

ＩＣＴ(Information and Communication Technology)は「情報通信技術」の略です。

【ＩＴ】

ＩＴ（Information Technology）とは、「情報技術」のことで、コンピューターやデータ通

信に関する技術の総称です。




